
６．本時の目標 ３位数×１位数で、部分積に繰り上がりのない乗法でも、各位の数に分けてかけ、加えることによって計算でき
ることを理解し、筆算で計算することができる。 

７．本時の評価規準 
【表現・処理】：３位数×１位数で、部分積に繰り上がりのない乗法を、筆算で計算できる。 

８．本時の展開  
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１、問題を提示し、場面把握をする。 
 
 
 
 
 
・分かっていること⇒１回まわると・・・３１２ｍ 

            走った回数・・・・３回 
  ・求める数    ⇒全部で何ｍ走ったか 
  ・答えの単位は  ⇒ｍ 
  ・式は ⇒ ３１２×３ （312 の 3 個分） 
 
２、本時の課題をつかみ、解決の見通しをもつ。 
 ☆昨日の学習との違いは？  
  ・百の位まである ・繰り上がりがなさそう 
  ・３けた×１けたの計算だ 
  ・３００と１０と２の３つに分けて考えれそう 
 
 
 
３、312×３の計算方法を考える 
《お金で考える》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《くらい分けの計算》 
 
 
 
 
 
 
 《ひっ算Ａ》   《ひっ算Ｂ》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４、全体で確かめる 
 ・どのやり方でも、答えは９３６ｍになる 
・どのやり方も、一の位と十の位、百の位を分けて考え、あわ
せて答えを出している 
・３桁×１桁も筆算でできる 
・全員で筆算Ｂの仕方を言いながら、ノートに計算をする 
 
 
 
５、確認問題を解く  
  ２３１×３ 
 
 
６、評価問題に取り組む 
 ①２１２×４  ②２４４×２  ③３２０×３ 
 
７、発展問題に取り組む 
 【問題】４×２と 30×２と 200×２の答えを合わせた数は、
     ・・・×２の答えと同じになります。 
8、自己評価をする 
 ①3 けた×１けたの計算のし方がひっ算でできるようになり
ましたか。 

 ②お金やくらい分け、ひっ算などを使って、やり方を見つけ
ることができましたか。 

 ③自分の考えを、友だちに話すことができましたか。 
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  つまづきの様相       指導と援助 
 
見通しをもつ段階 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題追究における段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊自分の考えをなかまに伝え、確かなものにする

ためのペア交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価問題における段 

 

 

（問題） １回まわると３１２ｍのジョキングコースがあり
ます。ここを３回走りました。全部で何ｍ走ったで
しょう。 

（課題）3けた×１けたの計算のし方をひっ算でとけるようによう。

まとめ：一のくらいからじゅんに、位ごとに分けて計算する

百の位 十の位 一の位 
○○○（300） ⑩（１０） ①①（２） 
○○ ⑩ ①① 
○○○ ⑩ ①① 
300×３＝900 10×３＝30 ２×３＝６ 
  ９００＋３０＋６＝９３６ 

     2×３＝６ 

３１２  10×３＝30     ９３６  

     300×３＝900 

 ３１２ 
×  ３ 
   ６  
  ３０  
 ９００  
 ９３６ 

 ３１２ 
×  ３ 
９３６  「三二が６、一の位に6」

「三一が３、十の位に３」
「三三が９、百の位に９」

 ２３１ 
×  ３ 
 ６９３

Ｃ１： 
立式ができない 
（挙手、表情） 

「1 周の長さ×走
る回数＝全部の長
さ」になることを
確認し、式の数の
意味を考えさせる 

Ｃ２： 
72×3と 312×3と
のちがいに気づか
ない（表情、つぶ
やき） 

「一、十、百」と
位を数えることで 
本時は百の位まで
あることに気づか
せる 

Ｃ３：312×3の計
算をどのような方
法で考えればよい
か分からない 
（挙手、表情） 

32×3 の計算の方
法を考えた際に使
ったお金模型や式
などを掲示物で確
認させる 

Ｃ４：追究方法を
決定することがで
きず、取り組みに
入れない。（ノー
ト、つぶやき） 

お金で考えるため
のカード、または
暗いわけの計算カ
ードを利用させる 

Ｃ５： 
312を 300＋10＋2
とみて計算するこ
とに気づかな〔ノ
ート、つぶやき〕 

32×３の計算をし
たとき、32 を 30
＋2 とみて計算し
たことを掲示物で
想起させる 

Ｂ７：お金の表を
使って考えるが、
かけ算の式につな
がらない 
（ノート）

100 と 10，1 のか
たまりに分けて
別々に合計を求め
る計算式を考えさ
せる

Ｂ８：312 を 300
＋10＋2 とみて計
算できる 
（2×3＝6 
 10×3＝30 
 300×3＝900） 
（ノート） 

式の計算を参考に
して、ひっ算での
計算方法を考えさ
せる。 

Ｂ９： 
自分の考えをまと
めているが、ペア
交流ができない 
（活動の様子） 

言い出しの言葉を
教え、話すきっか
けをつくる。つま
ったときは、ペア
の子に助けるよう
に助言する 

Ｃ６： 
ひっ算が正しくか
けない 
〔ノート〕 

位の数を確認しな
がら数字を書いて
いく練習をする 
 

Ｃ10： 
評価問題ができな
い〔ノート〕 

もう 1度 312×3の
ひっ算での計算方
法を確かめ、一の
位から百の位へと
位ごとに分けて計
算することを確認
する



 


